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１．会  期  8 月 7 日（日）・8 日（月）・9 日（火）の２泊３日（現地集合・現地解散） 

 

２．会  場  「常磐ホテル（甲府）」JR 中央本線甲府駅 参加者用送迎専用バスで１５分 

                 住所 〒400-0073 山梨県甲府市湯村 2-5-21     TEL：055-254-3111 

         ＨＰアドレス http://www.tokiwa-hotel.co.jp/ 

 

３．募集定員  ３０名（都内各私立中学高校の教諭、主任・部長ほか。１校何名でも可、先着順に受け付け

ます）＜昨年度の参加者の平均年齢は、38.9 歳でした＞ 

 

４．参 加 費  １名につき４５，０００円（宿泊費・食費・資料代など） 

 

５．日  程  ８月７日（日）１０：３０受付開始  １１：００開会式 

        ８月９日（火）１６：００閉会式終了 
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※ 講座と分散会の間には小休憩を設けます。      

 

６．研修内容  

・エンカウンター                 原 田 泰 宏（東京純心女子中学高等学校教頭） 

白 髪 美由樹（東洋女子高等学校教諭） 

 

 

本研修会は、私学の中堅教員としてキャリアと実践を積み重ねた先生方にぜひ培っていただきた

い「ふたつの力」を養う研修会です。この力とは、建学の精神に立ち返り、かつ現代日本の教育環

境を取り巻く現実や未来をしっかり見据える「縦の力」と、「自校」という蛸壷に留まらず、他の

私学の仲間と出会い、繋がり、切磋琢磨し合う「横の力」を指します。勤務校の未来を担うべくこ

の研修会に派遣された中堅の先生方は、この３日間でふたつの力を育成し、学校づくりへの新たな

passion を必ずや醸成されることでしょう。この研修会での出会いは、私学の教員としての深い

mission への実践意欲と、「中堅現職研修同窓会」へと広がる一人ひとりの深い繋がりをもたらす

きっかけともなるでしょう。 

今年度は特に、「高大接続」の下、急速にすすむ大学入試改革はじめ、教育の真のグローバル化

や active learner の育成等々、多くの課題に取り組む現在の日本の教育界において、私学としての

ぶれない姿勢を貫きつつ重要課題に正面から向き合う講座を設けました。二人の東京私立中学高等

学校協会副会長が参加者の皆様に長年の教育活動や協会での活動を通して得た様々な知見をもと

に篤く語りかける斬新な企画です。どうぞ奮ってご参加ください。 

 



 

・講座①「これからの私学に求められるキャリア教育のあり方」 

児
こ

美川
み か わ

 孝一郎
こういちろう

 法政大学キャリアデザイン学部教授 

子どもたち一人ひとりがより幸福な人生を送っていくことができるようにするためにも、キャリア教育（学校教育と職業や人

材育成との連関）は非常に重要な課題です。グローバル化や知識基盤社会の到来、就業構造・雇用慣行の変化等により新たな課

題も生じている中、現実の日本の雇用情勢を踏まえ、これからの私学に求められるキャリア教育のあり方について示唆を得ます。 

 

・講座②「人間関係づくり・教師の悩みと人間関係」            諸富
もろとみ

 祥彦
よしひこ

 明治大学教授 

例年ご好評をいただいている講座です。「かたくなな」人間の心、緊張の連続、その心から解放されなければ、イキイキとし

た教師にはなれません。こころとこころのふれあい、活気のある人間関係づくりは、どうすれば可能でしょうか？カウンセリン

グの基本を生かした人間関係づくりについて体験もまじえて学んでいきます。 

 

・講座③「私学の危機管理 ～裁判例の分析を通じて～」           坂田
さ か た

 仰
たかし

 日本女子大学教授 

 学校の危機管理の観点から、学校が抱えている現実を判例を基に、わかりやすくお話しをいただきます。保護者や地域の理 

解を得つつ、問題発生時に適切な対応を行うにはどのような事前の準備が必要なのか。これから学校を担う先生方に是非とも学 

んでいただきたい内容です。 

 

・講座④「癒やしのヨガ」                   白髪
し ら が

 美
み

由樹
ゆ き

 東洋女子高等学校教諭 

教師は、さまざまな人間関係や仕事の量の多さから、ストレスがたまりやすい職業とされています。ヨガは、ストレスに負け

ない心のためのメンタルトレーニングとしての効果があります。心と密接な関係にある呼吸を意識し、呼吸法をマスターしてい

くことで、心の安定とコントロールができるようになります。ゆったりとした深い呼吸で、自律神経を整え、心も体もリフレッ

シュしましょう。 

 

・講座⑤「将来の私学を担う中堅現職の皆さんへ」    實
さね

吉
よし

 幹夫
つ ね お

 東京私立中学高等学校協会 副会長 

    清水
し み ず

 哲雄
て つ お

 東京私立中学高等学校協会 副会長 

私学の将来を担う皆様の私学人としての自覚を一層高めるべく、協会の二人の副会長が、一私学の理事長・校長としてもその

思いを篤く語りかけます。教育界の劇的な変化の中で、建学の精神に根差した教育をどう実践し深めていくべきかを考えます。 

 

・分散会 

講座①～⑤（④を除く）の後で、グループに分かれ約 1 時間、講師と現職の校長等が協議に加わり、参加者と意見交換を

いたします。 

 

・「フリートーク」（自由参加：夜 8 時 30 頃～10 時を予定） 

 参加者が抱える問題を、参加者同志で考えます。そして、問題の共有化と解決に向けての糸口を探ります。現役の校長等も

加わり、白熱すれば、続きは各部屋で心行くまで議論をしていただきます。 

 

・「分かち合い」（3 日目午後） 

この研修会を通し、何を感じ何を得たのか、研修会最終日に一人ひとりの発言を参加者全員で分かち合い、研修の成果を共

有いたします。そして、単なる研修会を脱し、将来への行動と連帯意識の形成を目指します。 

 

７．委  員 委員長 實 吉 幹 夫（東京女子学園中学高等学校理事長校長） 

           加 川 紀代子（前学習院女子中等科高等科長） 

滝 口 佳津江（田園調布雙葉中学高等学校長） 

加 藤 晃 孝（城西大学附属城西中学高等学校長） 

原 田 泰 宏（東京純心女子中学高等学校教頭） 

白 髪 美由樹（東洋女子高等学校教諭） 


